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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】安全性を向上した立ち乗り電動車を提供する。
【解決手段】立ち乗り電動車は、前後方向で走行できる
前輪８００及び前輪８００の駆動を制御する制御手段８
０４と、制御手段８０４の制御を受けて前輪８００の回
転を駆動する駆動手段８０２とが取付けられている車体
ブロック３が、前後方向と略直交する左右方向において
左右一つずつ設けられている上に、各車体ブロック３が
相対的に回動可能に枢支されるように構成されている。
即ち、車体ブロック３に立って搭乗した搭乗者は、各車
体ブロック３のいずれかを前後方向の前方側または後方
側へ傾けることにより、各車体ブロック３の姿勢を変更
できる。車体ブロック３は上面に搭乗者が足を乗せられ
る足掛け台３１が形成されていると共に、前後方向及び
左右方向の両方とも略直交する上下方向に延伸するハン
ドル２が取付けられている。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　前後方向で走行できる前輪及び該前輪の駆動を制御する制御手段が取付けられている車
体ブロックが、前記前後方向と略直交する左右方向において左右一つずつ枢支されて設け
られていることを特徴とする立ち乗り電動車。
【請求項２】
　各前記車体ブロックに取付けられている前記制御手段は、前記車体ブロックの姿勢を感
知するジャイロセンサーを有すると共に、前記ジャイロセンサーの感知結果に応じて前記
前輪の駆動状態を変更することができるように構成されていることを特徴とする請求項１
に記載の立ち乗り電動車。
【請求項３】
　前記左右一つずつの車体ブロックは、前記左右方向に延伸するように前記左右一つずつ
の車体ブロックの間に取付けられている第１の枢支手段によって枢支されていることを特
徴とする請求項２に記載の立ち乗り電動車。
【請求項４】
　各前記車体ブロックには、前記前後方向及び前記左右方向の両方とも略直交する上下方
向に延伸するハンドルが取付けられており、前記車体ブロックに立って搭乗した搭乗者が
各前記車体ブロックのいずれかを前記前後方向の前方側または後方側へ傾けることにより
、各前記車体ブロックの姿勢を変更できるように構成されていることを特徴とする請求項
３に記載の立ち乗り電動車。
【請求項５】
　前記第１の枢支手段は、
　前記左右一つずつの車体ブロックにおける一つに固定されている第１の枢支管部と、
　前記左右一つずつの車体ブロックにおける他の一つに固定されていると共に、前記第１
の枢支管部内に挿し込まれている第１の枢支軸部と、
　前記第１の枢支管部内において前記第１の枢支管部と前記第１の枢支軸部との間に介在
するように取付けられている軸受け部と
を具えていることを特徴とする請求項３または請求項４に記載の立ち乗り電動車。
【請求項６】
　前記第１の枢支手段は、
　各前記車体ブロックにそれぞれ設けられている収容管部と、
　各前記車体ブロックの間に配置されている軸心部と、
　前記軸心部から各前記車体ブロックにそれぞれ設けられている前記収容管部内にそれぞ
れ挿し込まれている２つの第２の枢支軸部と、
　各前記第２の枢支軸部と各前記第２の枢支軸部がそれぞれ挿し込まれている前記収容管
部との間に介在している軸受けスリーブと、
を具えていることを特徴とする請求項３～請求項５のいずれか一項に記載の立ち乗り電動
車。
【請求項７】
　前記前後方向で走行できる後輪が少なくとも一つ取付けられている後輪ブロックが、前
記前後方向における後ろ側から、第２の枢支手段により、前記前後方向を回転軸として前
記左右一つずつの車体ブロックに対して回動できるように前記第１の枢支手段に結合され
ていることを特徴とする請求項３～請求項６のいずれか一項に記載の立ち乗り電動車。
【請求項８】
　前記第２の枢支手段は、
　前記左右方向を回転軸として上下揺動できるように前記第１の枢支手段に枢支されてい
ると共に、前記前後方向における後方側へ延伸している第３の枢支軸部と、
　前記後輪ブロックに固定されていると共に、前記第３の枢支軸部を回転自在に受入れて
いる第２の枢支管部と、
を具えていることを特徴とする請求項７に記載の立ち乗り電動車。
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【請求項９】
　前記第２の枢支手段は、
　前記左右方向を回転軸として上下揺動できるように前記第１の枢支手段に枢支されてい
ると共に、所定の方向に沿って延伸するように形成された軸棒及び前記軸棒の前記第１の
枢支手段から離れた一端に形成されて前記軸棒の延伸方向と略直交する挿通孔を囲む保持
管を有するように形成されたＴ字形コネクタを更に備えており、
　前記第３の枢支軸部は、前記Ｔ字形コネクタの前記挿通孔を挿通するように取付けられ
ていて、該Ｔ字形コネクタを介して前記左右方向を回転軸として上下揺動できるように前
記第１の枢支手段に枢支されており、
　前記第２の枢支管部は、前記後輪ブロックから前記前後方向における前方側へ延伸する
連結棒の先端部に形成されていることを特徴とする請求項８に記載の立ち乗り電動車。
【請求項１０】
　前記左右一つずつの前記車体ブロックは、前記前後方向と略直交する左右方向において
それぞれ第３の枢支手段により取付け枠に左右一つずつ枢支されていることを特徴とする
請求項２に記載の立ち乗り電動車。
【請求項１１】
　前記取付け枠は、底板と、該底板の前記左右の両端からそれぞれ上へ突起する側壁とを
有するように形成されており
　前記取付け枠が有する２つの前記側壁と、左右一つずつの前記車体ブロックそれぞれと
の間に前記第３の枢支手段がそれぞれ取付けられていることを特徴とする請求項１０に記
載の立ち乗り電動車。
【請求項１２】
　前後方向で走行できる後輪が少なくとも一つ取付けられている後輪ブロックが、前記前
後方向における後ろ側から、第４の枢支手段により、上下方向を回転軸として前記取付け
枠に対して左右回動できるように前記取付け枠に結合されていることを特徴とする請求項
１１に記載の立ち乗り電動車。
【請求項１３】
　前記第４の枢支手段は、前端が前記取付け枠の前記底板の下面に、前記底板及び該前端
を一斉に挿通している枢支棒により枢支されて左右揺動できる揺動アームと、前記後輪ブ
ロックに固定されていると共に、前記揺動アームの後端を回転自在に受入れている第３の
枢支管部と、前記第３の枢支管部と前記揺動アームの前記第３の枢支管部に挿し込まれて
いる部分の間に介在している軸受け部と、を有するように構成されていることを特徴とす
る請求項１２に記載の立ち乗り電動車。
【請求項１４】
　各前記車体ブロックは、
　前記前後方向と略平行するように延伸し、その中央部で当該車体ブロックに枢支されて
いると共に、前記前輪が前記中央部の前方側に取付けられている車輪接続枠と、
　前記車輪接続枠の前記中央部の後方側に取付けられている後輪とが更に取付けられてい
ることを特徴とする請求項２に記載の立ち乗り電動車。
 
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、立ち乗り電動車に関し、特に車体構造が改良された立ち乗り電動車に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　１輪や２輪式立ち乗り電動車は近年流行しているが、１輪式立ち乗り電動車は安定性に
欠けるため転倒しやすく、一方、２輪式立ち乗り電動車は搭乗者の重心移動を感知して車
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輪の駆動状態（スピード）を変えることができるが、方向変換などの制御においては搭乗
者が手でハンドル操作をしなければならない。
【０００３】
　しかし、従来の２輪式立ち乗り電動車の構造では、方向変換の際に搭乗者の体に掛かる
遠心力を考慮していないため、方向変換の最中に搭乗者は手でハンドルをしっかり握りな
がら体の姿勢を保持する必要があり、その際に搭乗者が緊張してハンドルを誤操作する可
能性があり、そしてその誤操作によって転倒してしまう恐れもある。
【０００４】
　更に、従来の２輪式立ち乗り電動車のハンドルは搭乗者から見て前方に配置されており
、前方へ進んでいる間に転倒しそうになった時には前方に飛び出るようにして受身を取ろ
うとすることもあるが、ハンドルがそれを邪魔してハンドルに絡まれながら転倒してしま
うと言う更に危険な事態が発生する可能性もある。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案は、上記従来の立ち乗り電動車の欠点に鑑みて、安全性を向上した立ち乗り電動
車の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成する手段として、本考案は、前後方向で走行できる前輪及び該前輪の駆
動を制御する制御手段が取付けられている車体ブロックが、前記前後方向と略直交する左
右方向において左右一つずつ枢支されて設けられていることを特徴とする立ち乗り電動車
を提供する。
【考案の効果】
【０００７】
　上記構成によれば、本考案の立ち乗り電動車は、左右一つずつある車体ブロックにそれ
ぞれ前輪及び該前輪の駆動を制御する制御手段が取付けられていると共に、該左右一つず
つある車体ブロックが回動可能に枢支されている構成になっており、搭乗者が両足を該左
右一つずつある車体ブロックにそれぞれ乗せて、重心を移動しながら該左右一つずつある
車体ブロックを互いに回動させることができるので、各車体ブロックの回動状態に応じて
当該車体ブロックに取付けられている前輪の駆動状態を変更するように構成することがで
きる。これにより、各車体ブロックに取付けられている前輪の駆動状態はそれぞれ独立す
るようになるので、搭乗者はハンドルに頼らずに重心を移動することによって方向変換す
ることができ、ハンドルを誤操作することにより引き起こされる転倒の発生を防止するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案の立ち乗り電動車の第１の好ましい実施形態の外部構成が示されている斜
視図である。
【図２】本考案の立ち乗り電動車の第１の好ましい実施形態の内部構成が示される説明図
である。
【図３】本考案の立ち乗り電動車の第１の好ましい実施形態が有する第１の枢支手段の構
成が示される一部拡大断面図である。
【図４】本考案の立ち乗り電動車の第１の好ましい実施形態の制御方法が示されている説
明図である。
【図５】本考案の立ち乗り電動車の第１の好ましい実施形態の制御方法が示されている説
明図である。
【図６】本考案の立ち乗り電動車の第１の好ましい実施形態の制御方法が示されている説
明図である。
【図７】本考案の立ち乗り電動車の第１の好ましい実施形態の制御方法が示されている説
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明図である。
【図８】本考案の立ち乗り電動車の第２の好ましい実施形態の外部構成が示されている斜
視図である。
【図９】本考案の立ち乗り電動車の第２の好ましい実施形態の内部構成が示される説明図
である。
【図１０】本考案の立ち乗り電動車の第３の好ましい実施形態の内部構成が示される説明
図である。
【図１１】本考案の立ち乗り電動車の第４の好ましい実施形態の構成が示されている断面
図である。
【図１２】本考案の立ち乗り電動車の第４の好ましい実施形態の上面構成及び一部の内部
構成が示されている一部断面図である。
【図１３】本考案の立ち乗り電動車の第５の好ましい実施形態の構成が示されている断面
図である。
【図１４】本考案の立ち乗り電動車の第６の好ましい実施形態の構成が示されている断面
図である。
【図１５】本考案の立ち乗り電動車の第７の好ましい実施形態の構成が示されている断面
図である。
【図１６】本考案の立ち乗り電動車の第７の好ましい実施形態の構成が示されている上面
図である。
【図１７】本考案の立ち乗り電動車の第７の好ましい実施形態の構成が示されている断面
図である。
【図１８】本考案の立ち乗り電動車の第８の好ましい実施形態の構成が示されている断面
図である。
【図１９】本考案の立ち乗り電動車の第９の好ましい実施形態の構成が示されている断面
図である。
【図２０】本考案の立ち乗り電動車の第９の好ましい実施形態の構成が示されている断面
図である。
【図２１】本考案の立ち乗り電動車の第９の好ましい実施形態における連結ユニットの構
成が示されている一部分解図である。
【図２２】本考案の立ち乗り電動車の第１０の好ましい実施形態の外部構成が示されてい
る斜視図である。
【図２３】本考案の立ち乗り電動車の第１０の好ましい実施形態の構成が示されている側
面図である。
【図２４】本考案の立ち乗り電動車の第１０の好ましい実施形態の構成が示されている上
面図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　以下は各図面を参照しながら本考案の立ち乗り電動車の各好ましい実施形態について詳
しく説明する。
【００１０】
　図１～図７に本考案の立ち乗り電動車の第１の好ましい実施形態が示されており、図１
はその外部構成が示されている斜視図であり、図２はその内部構成が示される説明図であ
り、図３は該第１の好ましい実施形態が有する第１の枢支手段の構成が示される一部拡大
断面図であり、図４～図７はその制御方法が示されている説明図である。
【００１１】
　図１及び図２に示されているように、本考案の立ち乗り電動車は、前後方向で走行でき
る前輪８００及び該前輪８００の駆動を制御する制御手段８０４と、制御手段８０４の制
御を受けて前輪８００の回転を駆動する駆動手段８０２とが取付けられている車体ブロッ
ク３が、前後方向と略直交する左右方向において左右一つずつ設けられている上に、各車
体ブロック３が相対的に回動可能に枢支されるように構成されている。即ち、車体ブロッ
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ク３に立って搭乗した搭乗者は、各前記車体ブロック３のいずれかを前後方向の前方側ま
たは後方側へ傾けることにより、各前記車体ブロック３の姿勢を変更できる。
【００１２】
　この第１の実施形態において、車体ブロック３は上面に搭乗者が足を乗せられる足掛け
台３１が形成されていると共に、前後方向及び左右方向の両方とも略直交する上下方向に
延伸するハンドル２が取付けられている。１つの車体ブロック３に取付けられている前輪
８００は該当の車体ブロック３内に取付けられている制御手段８０４により制御される駆
動手段８０２の駆動を受けて作動するものであり、制御手段８０４は車体ブロック３の姿
勢を感知するジャイロセンサーを有すると共に、該ジャイロセンサーの感知結果に応じて
前輪８００の駆動状態を変更することができるように構成されている。
【００１３】
　更に、図２に示されているように、左右一つずつの車体ブロック３は、左右方向に延伸
するように左右一つずつの車体ブロック３の間に取付けられている第１の枢支手段４によ
って枢支されている。図３に示されているように、この第１の枢支手段４は、左右一つず
つの車体ブロック３における一つ（図中における左側の車体ブロック３）に固定されてい
る第１の枢支管部４１と、左右一つずつの車体ブロック３における他の一つ（図中におけ
る右側の車体ブロック３）に固定されていると共に、第１の枢支管部４１内に挿し込まれ
ている第１の枢支軸部４２と、第１の枢支管部４１内において第１の枢支管部４１と第１
の枢支軸部４２との間に介在するように取付けられている軸受け部４３とを具えるように
構成されている。
【００１４】
　また、図４に示されているように、制御手段８０４は該ジャイロセンサーの感知結果に
応じて、車体ブロック３が前方に傾くと、駆動手段８０２を、前輪８００を前方へ走行さ
せるように制御し、そして図５に示されているように、車体ブロック３が後方に傾くと、
前輪８００を後方へ走行させるように駆動するように構成されている。即ち、図４に示さ
れているように左右一つずつの車体ブロック３が共に前方に傾く場合、該左右一つずつの
車体ブロック３にそれぞれ取付けられている制御手段８０４も、同時に、駆動手段８０２
を、前輪８００を前方へ走行させるように制御するので、この第１の好ましい実施形態の
立ち乗り電動車は前方へ直進するようになり、そして図５に示されているように左右一つ
ずつの車体ブロック３が共に後方に傾く場合、該左右一つずつの車体ブロック３にそれぞ
れ取付けられている制御手段８０４も、同時に、駆動手段８０２を、前輪８００を後方へ
走行させるように制御するので、この第１の好ましい実施形態の立ち乗り電動車は後方へ
後退するようになる。
【００１５】
　更にまた、図６に示されているように、左右一つずつの車体ブロック３における左側の
車体ブロック３のみが前方に傾く場合、該前方に傾く車体ブロック３に取付けられている
制御手段８０４のみが、駆動手段８０２を、前輪８００を前方へ走行させるように制御す
るので、この第１の好ましい実施形態の立ち乗り電動車は右側へ転向するようになり、そ
して図７に示されているように、左右一つずつの車体ブロック３における右側の車体ブロ
ック３のみが前方に傾く場合、該前方に傾く車体ブロック３に取付けられている制御手段
８０４のみが、駆動手段８０２を、前輪８００を前方へ走行させるように制御するので、
この第１の好ましい実施形態の立ち乗り電動車は左側へ転向するようになる。
【００１６】
　無論、左右一つずつの車体ブロック３が前方に傾くか、後方に傾くかは、車体ブロック
３の上面にある足掛け台３１に脚を乗せた搭乗者の重心移動によって制御されるので、本
考案の立ち乗り電動車の搭乗者はハンドルに頼らずに重心を移動することによって前進後
退や方向変換を制御することができ、ハンドルを誤操作することにより引き起こされる転
倒の発生を防止することができる。
【００１７】
　次いで、図８及び図９を用いて本考案の立ち乗り電動車の第２の好ましい実施形態につ
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いて説明する。図８は本考案の立ち乗り電動車の第２の好ましい実施形態の外部構成が示
されている斜視図であり、図９はその内部構成が示される説明図である。
【００１８】
　図示されているように、本考案の立ち乗り電動車の第２の好ましい実施形態の構成は第
１の好ましい実施形態と類似しており、この第２の好ましい実施形態において、車体ブロ
ック３の足掛け台３１は上面ではなく側面側に配置されていると共に、制御手段８０４は
前輪８００の上方に配置されている。
【００１９】
　更に、図１０は本考案の立ち乗り電動車の第３の好ましい実施形態の内部構成が示され
る説明図であり、この第３の好ましい実施形態は第２の好ましい実施形態と類似するが、
制御手段８０４は車体ブロック３の側面側に配置されている足掛け台３１の下方に配置さ
れている。
【００２０】
　即ち、本考案の立ち乗り電動車における車体ブロック３の構成に特に制限はなく、制御
手段８０４や前輪８００、搭乗者が足を乗せられる足掛け台３１などの位置は、実用新案
登録請求の請求項により定められた範囲内で自由に調整することができる。
【００２１】
　次いで、図１１及び図１２を用いて本考案の立ち乗り電動車の第４の好ましい実施形態
について説明する。図１１は本考案の立ち乗り電動車の第４の好ましい実施形態の構成が
示されている断面図であり、図１２はその上面構成及び一部の内部構成が示されている一
部断面図である。
【００２２】
　図示されているように、本考案の立ち乗り電動車の第４の好ましい実施形態は、第３の
実施形態と類似する構成になっている左右一つずつの車体ブロック３及び該左右一つずつ
の車体ブロック３を枢支させる第１の枢支手段４を備えた上、前後方向で走行できる後輪
８０１が少なくとも一つ（図示のように、この第４の好ましい実施形態では２つ）取付け
られている後輪ブロック７が、前後方向における後ろ側から、第２の枢支手段７３により
、前後方向を回転軸として前記左右一つずつの車体ブロック３に対して回動できるように
第１の枢支手段４に結合されている。
【００２３】
　後輪ブロック７は荷台７２と、前記左右方向と略平行しかつ回転自在に荷台７２に取付
けられている連動軸７２２とを有しており、２つの後輪８０１は、該連動軸７２２の両端
にそれぞれ取付けられている。
【００２４】
　第２の枢支手段７３は、前記左右方向を回転軸として上下揺動できるように第１の枢支
手段４に枢支されていると共に、前記前後方向における後方側へ延伸している第３の枢支
軸部７１と、後輪ブロック７の荷台７２に固定されていると共に、第３の枢支軸部７１を
回転自在に受入れている第２の枢支管部７３１と、を具えている。
【００２５】
　この第４の好ましい実施形態において、第３の枢支軸部７１は、第１の枢支手段４の第
１の枢支管部４１により挿通されている連結ユニット７４を介して前記左右方向を回転軸
として上下揺動できるように第１の枢支手段４に枢支されていると共に、連結ユニット７
４及び第３の枢支軸部７１の第１の枢支手段４に臨む端部を上下方向で一斉に挿通する揺
動軸７５によって、該揺動軸７５を回転軸として左右揺動することもできるように構成さ
れている。
【００２６】
　更に、第２の枢支管部７３１と第３の枢支軸部７１の第２の枢支管部７３１に挿し込ま
れている部分との間に、軸受け部７３２が介在している。
【００２７】
　このように本考案の立ち乗り電動車の第４の実施形態は、車体ブロック３に形成された
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足掛け台３１に脚を乗せた搭乗者の重心移動によって制御されるため、本考案の立ち乗り
電動車の搭乗者はハンドルに頼らずに重心を移動することによって前進後退や方向変換を
制御することができ、ハンドルを誤操作することにより引き起こされる転倒の発生を防止
することができる構成になっている上、後輪８０１が少なくとも一つ（図示のように、こ
の第４の好ましい実施形態では２つ）取付けられている後輪ブロック７をも備えているの
で、３輪または４輪の構成を有することにより、従来の１輪または２輪だけ有する車体よ
りも向上した安定性及び安全性を有している。
【００２８】
　次いで、図１３を用いて本考案の立ち乗り電動車の第５の好ましい実施形態について説
明する。図１３は本考案の立ち乗り電動車の第５の好ましい実施形態の構成が示されてい
る断面図である。
【００２９】
　この第５の好ましい実施形態の構成は第４の好ましい実施形態に類似し、後輪８０１が
取付けられている後輪ブロック７が、前後方向における後ろ側から、第２の枢支手段７３
により前後方向を回転軸として前記左右一つずつの車体ブロック３に対して回動できるよ
うに第１の枢支手段４に結合されている。そして第２の枢支手段７３は、前記左右方向を
回転軸として上下揺動できるように第１の枢支手段４に枢支されていると共に、前記前後
方向における後方側へ延伸している第３の枢支軸部７１と、後輪ブロック７の荷台７２に
固定されていると共に、第３の枢支軸部７１を回転自在に受入れている第２の枢支管部７
３１と、を具えている上、第３の枢支軸部７１は、第１の枢支手段４の第１の枢支管部４
１により挿通されている連結ユニット７４を介して前記左右方向を回転軸として上下揺動
できるように第１の枢支手段４に枢支されているが、この第５の好ましい実施形態におけ
る連結ユニット７４の第３の枢支軸部７１と連結する構成は第４の好ましい実施形態と異
なっている。
【００３０】
　この第５の好ましい実施形態において、連結ユニット７４は第１の枢支手段４の第１の
枢支管部４１により挿通されていると共に、上方へ突起する軸支棒７４１が形成されてお
り、そして第３の枢支軸部７１は軸支棒７４１を受入れるように構成されていると共に、
軸支棒７４１を回転軸として左右揺動できるように構成されている。
【００３１】
　次いで、図１４を用いて本考案の立ち乗り電動車の第６の好ましい実施形態について説
明する。図１４は本考案の立ち乗り電動車の第６の好ましい実施形態の構成が示されてい
る断面図であり、図示のように、本考案の立ち乗り電動車の第６の好ましい実施形態は、
第２の実施形態と同じく、前後方向で走行できる前輪８００及び該前輪８００の駆動を制
御する制御手段８０４と、制御手段８０４の制御を受けて前輪８００の回転を駆動する駆
動手段８０２とが取付けられている車体ブロック３が、前後方向と略直交する左右方向に
おいて左右一つずつに枢支されており、車体ブロック３に立って搭乗した搭乗者が、各前
記車体ブロック３のいずれかを前後方向の前方側または後方側へ傾けることにより、各前
記車体ブロック３の姿勢を変更できる構成になっているが、この第６の好ましい実施形態
において、左右一つずつの前記車体ブロック３は、左右方向においてそれぞれ第３の枢支
手段６により取付け枠５に左右一つずつに枢支されている。
【００３２】
　即ち、底板５１と、該底板５１の前記左右の両端からそれぞれ上へ突起する側壁５２と
を有するように形成された取付け枠５が有する２つの側壁５２と、左右一つずつの前記車
体ブロック３それぞれとの間に第３の枢支手段６がそれぞれ取付けられている。この構成
でも第２の好ましい実施形態と同じように、左右一つずつの車体ブロック３に立って搭乗
した搭乗者は、各前記車体ブロック３のいずれかを前後方向の前方側または後方側へ傾け
ることにより、各前記車体ブロック３の姿勢を変更することができる。
【００３３】
　ちなみに、この第６の好ましい実施形態における第３の枢支手段６は、第１の好ましい
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実施形態における第１の枢支手段４の構成と類似しており、左右一つずつの車体ブロック
３に固定されている第１の枢支管部６１と、取付け枠５が有する２つの側壁５２において
該車体ブロック３に対応する１つに固定されていると共に、第１の枢支管部６１内に挿し
込まれている第１の枢支軸部６２と、第１の枢支管部６１内において第１の枢支管部６１
と第１の枢支軸部６２との間に介在するように取付けられている軸受け部６３とを具える
ように構成されている。
【００３４】
　次いで、図１５～図１７を用いて本考案の立ち乗り電動車の第７の好ましい実施形態に
ついて説明する。図１５は本考案の立ち乗り電動車の第７の好ましい実施形態の構成が示
されている断面図であり、図１６はその上面図であり、図１７はその断面図である。
【００３５】
　図示されているように、本考案の立ち乗り電動車の第７の好ましい実施形態は、第６の
実施形態と類似し、左右一つずつの車体ブロック３がそれぞれ第３の枢支手段６により取
付け枠５が有する２つの側壁５２に枢支されている構成になっている上、第４の好ましい
実施形態と類似する後輪ブロック７が更に取付けられている。
【００３６】
　この第７の好ましい実施形態において、後輪ブロック７の構成は第４の好ましい実施形
態と類似し、荷台７２と、前記左右方向と略平行しかつ回転自在に荷台７２に取付けられ
ている連動軸７２２とを有しており、２つの後輪８０１は、該連動軸７２２の両端にそれ
ぞれ取付けられている構成になっているが、第４の枢支手段８により取付け枠５の底板５
１と連結し、枢支されている。
【００３７】
　この第７の好ましい実施形態における第４の枢支手段８は、前端８１１が取付け枠５の
底板５１の下面に、底板５１及び前端８１１を一斉に挿通している枢支棒８４により枢支
されて左右揺動できる揺動アーム８１と、後輪ブロック７の荷台７２に固定されていると
共に、揺動アーム８１の後端を回転自在に受入れている第３の枢支管部８２と、第３の枢
支管部８２と揺動アーム８１の第３の枢支管部８２に挿し込まれている部分との間に介在
している軸受け部８３と、を有するように構成されている。
【００３８】
　次いで、図１８を用いて本考案の立ち乗り電動車の第８の好ましい実施形態の構成を説
明する。図１８は本考案の立ち乗り電動車の第８の好ましい実施形態の構成が示されてい
る断面図である。
【００３９】
　図示のように、本考案の立ち乗り電動車の第８の好ましい実施形態は、第２の好ましい
実施形態に類似しているが、左右一つずつの車体ブロック３を枢支させる第１の枢支手段
４の構成が第２の好ましい実施形態と異なっている。
【００４０】
　この第８の好ましい実施形態における第１の枢支手段４は、各車体ブロック３にそれぞ
れ設けられている収容管部４４と、各車体ブロック３の間に配置されている軸心部４７と
、軸心部４７から各車体ブロック３にそれぞれ設けられている収容管部４４内にそれぞれ
挿し込まれている２つの第２の枢支軸部４５と、各第２の枢支軸部４５と各第２の枢支軸
部４５がそれぞれ挿し込まれている収容管部４４との間に介在している軸受けスリーブ４
６と、を具えた構成になっている。
【００４１】
　次いで、図１９～図２１を用いて本考案の立ち乗り電動車の第９の好ましい実施形態の
構成を説明する。図１９は本考案の立ち乗り電動車の第９の好ましい実施形態の構成が示
されている断面図であり、図２０はその断面図であり、図２１はその連結ユニットの構成
が示されている一部分解図である。
【００４２】
　図示されているように、本考案の立ち乗り電動車の第９の好ましい実施形態は、第８の
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実施形態と類似し、左右一つずつの車体ブロック３がそれぞれ第１の枢支手段４により互
いに枢支され、そしてこの第１の枢支手段４が各車体ブロック３にそれぞれ設けられてい
る収容管部４４と、各車体ブロック３の間に配置されている軸心部４７と、軸心部４７か
ら延伸して各車体ブロック３にそれぞれ設けられている収容管部４４内にそれぞれ挿し込
まれている２つの第２の枢支軸部４５と、各第２の枢支軸部４５と各第２の枢支軸部４５
がそれぞれ挿し込まれている収容管部４４との間に介在している軸受けスリーブ４６（図
１８参照。収容管部４４及び軸受けスリーブ４６は図１９～図２１では図示を省略）と、
を具えた構成になっている上、第４の好ましい実施形態に類似し、後輪８０１が取付けら
れている後輪ブロック７が、前後方向における後ろ側から、第２の枢支手段７３により前
後方向を回転軸として前記左右一つずつの車体ブロック３に対して回動できるように第１
の枢支手段４に結合されている。
【００４３】
　そしてこの第９の好ましい実施形態において、第２の枢支手段７３は、左右方向を回転
軸として上下揺動できるように第１の枢支手段４の軸心部４７に枢支されていると共に、
所定の方向（略上下方向）に沿って延伸するように形成された軸棒６１３及び軸棒６１３
の第１の枢支手段４から離れた一端に形成されて軸棒６１３の延伸方向と略直交する挿通
孔６１４を囲む保持管６１５を有するように形成されたＴ字形コネクタ６１と、Ｔ字形コ
ネクタ６１の挿通孔６１４を挿通するように取付けられていて、該Ｔ字形コネクタ６１４
を介して左右方向を回転軸として上下揺動できるように第１の枢支手段４の軸心部４７に
枢支されている第３の枢支軸部７１と、後輪ブロック７の荷台７２から前後方向における
前方側へ延伸する連結棒７２１と、連結棒７２１の先端部に形成され、Ｔ字形コネクタ６
１の挿通孔６１４と共に第３の枢支軸部７１を回転自在に受入れている第２の枢支管部７
３１とを有するように構成されている。
【００４４】
　次いで、図２２～図２４を用いて本考案の立ち乗り電動車の第１０の好ましい実施形態
の構成を説明する。図２２は本考案の立ち乗り電動車の第１０の好ましい実施形態の外部
構成が示されている斜視図であり、図２３はその側面図であり、図２４はその上面図であ
る。
【００４５】
　図示のように、本考案の立ち乗り電動車の第１０の好ましい実施形態は、第２の実施形
態と同じく、前後方向で走行できる前輪８００及び該前輪８００の駆動を制御する制御手
段８０４と、制御手段８０４の制御を受けて前輪８００の回転を駆動する駆動手段８０２
とが取付けられている車体ブロック３が、前後方向と略直交する左右方向において第１の
枢支手段４により左右一つずつに枢支されており、車体ブロック３に立って搭乗した搭乗
者は、各前記車体ブロック３のいずれかを前後方向の前方側または後方側へ傾けることに
より、各前記車体ブロック３の姿勢を変更できる構成になっているが、この第１０の好ま
しい実施形態においては、１つの車体ブロック３に前輪８００及び後輪８０１が一つずつ
取付けられている。
【００４６】
　即ち、この第１０の好ましい実施形態における各前記車体ブロック３には、それぞれ前
後方向と略平行するように延伸し、その中央部３４１で当該車体ブロック３に枢支されて
いると共に、前輪８００が中央部３４１の前方側に取付けられている車輪接続枠３４と、
車輪接続枠３４の中央部３４１の後方側に取付けられている後輪８０１とが更に取付けら
れている。
【００４７】
　上記のように、本考案の立ち乗り電動車の全ての実施形態は、共に車体ブロック３に形
成された足掛け台３１に脚を乗せた搭乗者の重心移動によって制御されるので、本考案の
立ち乗り電動車の搭乗者はハンドルに頼らずに重心を移動することによって前進後退や方
向変換を制御することができ、ハンドルを誤操作することにより引き起こされる転倒の発
生を防止することができる構成になっているので、従来より安全性を向上した立ち乗り電
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動車を提供することができる。更に、本考案は３輪または４輪の構成を有する構成も提案
しているので、従来の１輪または２輪だけ有する車体よりも向上した安定性及び安全性を
有している。
【００４８】
　以上、本考案の好ましい実施形態を説明したが、本考案はこれに限定されるものではな
く、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本考案に係る立ち乗り電動車は、安定性及び安全性が向上された移動手段として利用す
ることができる。
【符号の説明】
【００５０】
　３　　車体ブロック
　３１　　足掛け台
　３４　　車輪接続枠
　３４１　　中央部
　４　　第１の枢支手段
　４１　　第１の枢支管部
　４２　　第１の枢支軸部
　４３　　軸受け部
　４４　　収容管部
　４５　　第２の枢支軸部
　４６　　軸受けスリーブ
　４７　　軸心部
　５　　取付け枠
　５１　　底板
　５２　　側壁
　６　　第３の枢支手段
　６１　　Ｔ字形コネクタ
　６１　　第１の枢支管部
　６１３　　軸棒
　６１４　　挿通孔
　６１５　　保持管
　６２　　第１の枢支軸部
　６３　　軸受け部
　７　　後輪ブロック
　７１　　第３の枢支軸部
　７２　　荷台
　７２１　　連結棒
　７２２　　連動軸
　７３　　第２の枢支手段
　７３１　　第２の枢支管部
　７３２　　軸受け部
　７４　　連結ユニット
　７４１　　軸支棒
　７５　　揺動軸
　８　　第４の枢支手段
　８００　　前輪
　８０１　　後輪
　８０２　　駆動手段
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　８０２　　後輪
　８０４　　制御手段
　８１　　揺動アーム
　８１１　　前端
　８２　　第３の枢支管部
　８３　　軸受け部
　８４　　枢支棒
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